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末社
鸞初辰稲荷神社 (豊穣,商業の神)

麒女体宮   (安 産の神 )

蜻十社 (県内延喜式内社の合祀)

や東照宮  (徳川家康公 )

◎荒神社  (疫病鎮めの神 )

蜻松尾神社  (醸造の神 )

幌剣宮 (武徳の神 )

鯰十三社   (肇 国の神 )

◎菅原神社  (学 問の神 )

⑩須賀神社  (お天王さん)

lEl市神社  (市・商業の神 )

◎水神社   (水 の守神 )
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①永井高一郎記念碑
0精子の動きの撮影に成功し

たイチョウ記念碑

⑫献木記念碑

(昭和天皇御降誕 )

⑬蒲生秀実言己念碑 (熾仁親王)

⑭乃木希典記念碑
lD上野勇一歌碑

①与謝蕪村句碑
0針霊碑
①筆塚赳



神
社
の
起
源

二
荒
山
神
社
は
大
変
歴
史
が
古
く
、
第
十
代
崇
神
天
皇
の

さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
神
社
で
す
。

当
社
は
何
度
も
火
災
に
あ
い
、
近
年
に
入

っ
て
か
ら
も
天
二
十
二

年
、
安
永
二
年
、
天
保
三
年
、
更
に
明
治
維
新
の
戌
辰
の
役
と
四
度

も
あ

っ
て
古
い
歴
史
の
ほ
と
ん
ど
が
消
失
し
て
い
ま
す
。

現
在
残

っ
て
い
る
社
記
に
は
、
第
十
六
代
仁
徳
天
皇
の
御
代

（今

か
ら
約

一
六
〇
〇
年
前
）
に
毛
野
國
が
上
下
の
二
国
に
別
け
ら
れ
、

御
祭
神
豊
城
入
彦
命
の
四
世
孫
奈
良
別
工
が
下
毛
野
姻

拗
掴
造
に
任

ぜ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
時
祖
神
で
あ
る
豊
城
入
彦
命
を
荒
尾
崎

（
下
之
　
．

官
）
に
祀
一
生
わ
が
始
ま
り
で
、
そ
の
後
承
和
二
年

（
八
三
八
）
に

現
在
の
地
白
ヶ
峰
に
遷
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
一

延
長
五
年

（九
二
七
）
に
政
治
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
完
成
し
た

延
喜
式

。
神
名
帳
に
は

下
野
國
河
内
部

一
座
大
二
荒
出
神
社
名
神
大

と
あ
り
ま
す
。
栃
木
県
内
に
は
由
緒
あ
る
神
社
が
十

一
社
記
さ
れ
て

一

い
ま
す
が
名
神
大
社
は
当
社
の
み
で
代
々
城
主
が
社
務
職
を
兼
ね

「宇
　
．

都
宮
大
明
神
」
と
称
し
、
郷
上
の
祖
神

・
総
氏
神
さ
ま
と
し
て
篤

い

信
仰
を
受
け
下
野
國

一
之
官
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
一

（
元
國
幣
中
社
）

御
祭
神
と
御
神
徳
　
　
　
　
　
　
　
　
一

当
社
に
お
祀
り
さ
れ
て
い
る
神
様
は
三
柱
の
神
さ
ま
で
す
一

御

祭

神

相

　

殿

豊
城
入
彦
命
は
第
十
代
崇
神
天
皇
の
第

一
皇
子
で

上
毛
野
君

。
下
毛
野
君
の
始
祖
と
古
事
記
に
あ

一

り
ま
す
。
ま
た
日
本
書
紀
の
崇
神
天
皇

四
十

八
年
の
条
に
は
命
と
活
目
尊

の
二
皇
子
が
召

さ
れ
共
に
恙
愛
厚
く
優
れ
て
お
ら
れ
、
ど
ち

ら
を
皇
嗣
と
す
る
か
夢
占
い
が
な
さ
れ
弟
活

目
尊

（垂
仁
天
皇
）
が
皇
太
子
と
な
り
命
は

大
和
朝
廷
の
東
國
守
護
に
下
向
さ
れ
た
と
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

命
の
子
孫
も
詔
に
よ

っ
て
下
り
、
東
國

御
治
定
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
祖
神
豊
城

入
彦
命
と
大
物
主
命

（大
国
さ
ま
）
事
代

主
命

（恙
比
寿
さ
ま
）
を
合
わ
せ
て
祀
ら

れ
ま
し
た
。

祭
神
は
武
徳
に
も
優
れ
古
く
か
ら
武
将

の
信
仰
が
篤
く
藤
原
秀
郷
公

（平
将
間
の

乱
）
源
頼
義

・
義
家
公

（前
九
年

・
後
三

年
の
役
）
源
頼
朝
公

（源
平
の
役
）
徳
川

家
康
公

（関
ヶ
原
の
合
戦
）
な
ど
各
々
当

社
に
戦
勝
祈
願
し
、
神
領

・
宝
物
の
寄
進

や
社
殿
改
築
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
因
に
江

戸
時
代
の
当
社
神
領
は
千
五
百
石
に
達
し

鹿
島

・
香
取
神
官
を
上
回
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
畑
隣
信
仲
も
古
く
か
ら
起
り
十
二

月
十
五
日

ｏ
一
月
十
五
日
の
冬

・
春
渡
祭

（オ
タ
リ
ヤ
）
に
は
今
で
も
県
内
。近
県
か
ら

の
信
者
で
夜
遅
く
ま
で
賑
わ

っ
て
い
ま
す
。

あ
づ
ま
路
や
多

く

の
夷

平
ら
げ

て

背

け
ば
う

つ
の
官

と

こ
そ
き
け

（権
律
師
謙
忠
作
）

大督豊i

物λ城き

主

'入

∵

彦

命

命

　

事

代

主
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一

月

　

一

日

十
五
日

二
十
八
日

二
月
　
節
分
日

十
七
日

陰
暦
初
午

四
月
　
十

一
日

十
九
日

五
月
　
十
五
日

二
十
八
日

六
月
　
一二
十
日

七
月
　
十
五
日

～

二
十
日

九
月
二
十
八
日

十
月
二
十

一
日

十
月
最
終
土
・
日

十

一
月
　
　
一一一日

十

一
月
　
十
五
日

二
十
二
日

十
二
月
　
十
五
日

二
十
二
日

二
十

一
日

歳
旦
祭
　
初
詣
祈
祷

春
渡
祭

（神
輿
渡
御
）

永
代
太
々
神
楽
祈
祷
祭

厄
難
消
除
祈
祷
講
祭

祈
年
祭

初
辰
稲
荷
神
社
祭
（初
午
祭
）

一化
△
（蒸
不

東
國
御
治
定
記
念
祭

田
舞
祭

永
代
太
々
神
楽
祈
祷
祭

大
祓
式

（茅
の
輪
く
ぐ
り
）

須
賀
神
社
天
工
祭

（神
輿
渡
御
）

永
代
人
々
神
楽
祈
祷
祭

例
祭

（秋
山
祭
）

菊
水
祭

（鳳
賛
渡
御

・
流
鏑
馬
）

明
治
祭

七
五
三
詣
祈
祷
祭

新
嘗
祭

冬
渡
祭

（神
輿
渡
御
）

天
長
祭

大
祓
式
　
除
蕉
祭

毎
月

一
日

・
十
九
日
　
月
次
祭

菊
水
祭

（流
鏑
馬
）
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